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はじめに 

 1 人から 2 人乗りの超小型モビリティはあらゆる世代の新たな交通手段として注目されており、地域の活

性化や自動車市場の新たな需要創出への貢献が期待される。しかしながら超小型モビリティは走行中にロー

ドノイズや風切り音などの騒音により車内の快適性欠如が問題となっている。当研究グループでは超小型モ

ビリティの限られた車内スペースで車内騒音制御を行うため、図 1 のように車体の壁面に超磁歪材料を用い

たアクチュエータを設置し、壁面振動によって 2 次音源を付加することで騒音低減を図るアクティブノイズ

コントロール（以下 ANC）の研究を行っている 1,2)。アクチュエータによる壁面振動を利用した閉空間内の

ANCシステムを構成する場合、アクチュエータを設置する壁面の振動特性や設置位置による壁面の振動モー

ドを考慮する必要がある。これまでに壁面から放射

される制御音波と騒音からなる閉空間内の音場につ

いて検討してきた 3)。 

しかしながらアクチュエータ自体の固有振動数や

出力特性もシステムの性能に影響を与える要因とな

る。そこで本報告では上記に示した要因の中から超

磁歪アクチュエータの性能に着目し、検討を行った。

既存の超磁歪アクチュエータをモデル化して電磁界

解析によってアクチュエータの磁歪力と周波数特性

の関係を明らかにし、超小型モビリティ搭載用の新

たな超磁歪アクチュエータの設計の基礎的検討を行

った。 

 

超磁歪アクチュエータの性能評価 

 超磁歪アクチュエータのコイルに電流を流した際における

磁歪力と周波数応答について電磁界解析を用いて検討を行っ

た。超磁歪アクチュエータは人の可聴域より 20 Hz から 2 kHz

の振動を発生する必要がある。電磁界解析では、図 2 に示す

ように超磁歪アクチュエータをモデル化した。アクチュエー

タの過渡応答を確認するためにコイルに 1 A の電流をパルス

状に入力し、同図に示すように磁歪力を算出した。 
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Fig. 1 Design of ANC system for ultra-compact EV 

by using giant magnetostrictive actuator 

Fig. 2 Model of actuator by electromagnetic 

field analysis 
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